
力学総論演習問題 
III．様々な運動 
問題１． 

初期条件 00 )0(,)0( vvxx == のもとで，微分方程式 )0(cos >ωω= tfx&& を解け． 
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問題２． 
速度に比例する空気抵抗 –kv (k>0)が働く場合の落下運動について考える． 
(1) 速度 v(t)に対する微分方程式として運動方程式を示せ． 
(2) 初期条件 v(0)=v0として運動方程式を解け． 
(3) 終端速度を vFとする．v0<vF, v0>vFの場合について v-t 図の概形を示せ． 
 
問題 3. 
次の微分方程式の一般解 f(x)を求め，さらに，f(x0)=f0を満たすような特殊解を求めよ． 
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⋅−−= )1( (部分分数展開を用いる．) 

 
問題 4. 
速度の 2 乗に比例する空気抵抗－kv2が働く場合の落下運動について考える． 
(1)終端速度 vF を求めよ． 
(2)初期条件 v(0)=0 のもとで運動方程式を解き，v(t)を求めよ． 
(ヒント：線形方程式ではない．部分分数展開を用いる．) 
 
 
IV. 振動現象 
問題 5. 
a,b を定数として，x(t)に対する微分方程式： 0=++ bxxax &&& を考える． 
(1) a2>4b の場合に，線形独立な解 x1(t), x2(t)を求めよ． 
(2) (1)において，x1,x2の任意の線形結合 x=c1x1+c2x2 (c1,c2は任意定数)が微分方程式を満足する

ことを示せ． 
(3)a2=4b の場合， tex λ=  が解であるならば， ttex λ= も解となることを示せ． 
 
 
 
 
 
 
 



V. 力学的エネルギー保存則とその応用． 

問題 6．下図のようなポテンシャル， )0,()( 2 >βα
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xU のもとでの質点の運動を調べる．た

だし， 0>x の領域について考える． 
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(1) ポテンシャルの安定点 0x と安定値 0U を求めよ． 

(2) 力学的エネルギーE が与えられたときの運動の範囲を求めよ． 
(3) 安定点近傍で質点が単振動を行う場合の周期を求めよ． 

(4) 0<E のときの運動の範囲を 21 xxx ≤≤ とする．関係式： 2
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立つことを示せ．(解と係数の関係を用いる．あるいは )()( 21 xUxUE == に注意する．) 

(5) 00 << EU の場合の運動の周期 )(ET を求めよ．公式： )(
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いること．  
 
問題 7．ポテンシャル， )0,(2)( 24 >βαβ−α= xxxU のもとでの質点の運動を調べる． 

(1) ポテンシャルの安定点 0x と安定値 0U を求め， )(xU の概形を調べよ． 

(2) 安定点近傍で質点が単振動を行う場合の周期を求めよ． 
(3) 力学的エネルギーE が与えられたときの運動の範囲を求めよ． 


